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ら 二 八 日 に か け て 、 ベ ラ ル ー シ の 南 東 部 一 帯 で 雨 が あ り 、 空 気 中 の 放 射 能 を 地 表 に 降 ら せ た た め で あ る 。

汚 染 地 帯 の 住 民 の 健 康 に 関 す る ソ 連 当 局 の 公 式 見 解 は 、 住 民 の な か で 急 性 の 放 射 線 障 害 が 現 わ れ た も の

は 一 人 も い な い し 、 晩 発 的 な 影 響 も 無 視 で き る ほ ど 小 さ い 、 と い う も の で あ っ た 。 し か し 、 前 章 で も 紹 介

し た よ う に 、 　 一 九 九 二 年 四 月 の イ ズ ベ ス チ ヤ 紙 の 記 事 は 、 事 故 直 後 、 続 々 と 住 民 が 病 院 に 収 容 さ れ て い た

こ と を 明 ら か に し て い る 。

こ れ ま で 、 事 故 時 の 運 転 員 や 消 防 士 た ち 、 リ ク ビ ダ ー ト ル 、 な ら び に 事 故 直 後 避 難 住 民 に つ い て 述 べ て

き た が 、 本 章 で は 汚 染 地 域 の 住 民 の 状 況 に つ い て ま と め て み る 。

l 放 射 能 放 出 と 汚 染 の 状 況

チ ェ ル ノ ブ イ リ 事 故 に よ る 放 射 能 放 出 の 特 徴 は 、 原 子 炉 の 爆 発 と そ れ に 続 く 黒 鉛 火 災 に よ り 、 約 一 〇

日 間 に わ た っ て 放 射 能 の 大 量 放 出 が 継 続 し た こ と で あ る 。 放 出 さ れ た 放 射 能 の 量 は 、 　 一 九 八 六 年 の ソ 連

報 告 書 に よ る と 、 全 部 で 約 二 七 〇 京 ベ ク レ ル と さ れ 、 そ の う ち 、 事 故 直 後 の 甲 状 腺 被 曝 が 問 題 と な る ヨ

ウ 素 １３
‐ は 二 七 京 ベ ク レ ル 、 広 範 囲 で 長 期 的 な 汚 染 が 問 題 と な る セ シ ウ ム ‐３
７ は 三 ・ 七 京 ベ ク レ ル と さ れ て い

る 。 し か し 、 ソ 連 報 告 書 の 値 は 、 か な り 小 さ め に 放 出 量 を 見 積 も っ て お り 、 私 た ち の 評 価 で は 、 ヨ ウ 素 １３
‐

は 九 三 京 ベ ク レ ル （ 炉 内 の 七 〇 ％ ） 、 セ シ ウ ム ‐３
７ は 一 六 京 ベ ク レ ル （ 同 工 七 ％ ） と い う 値 が 得 ら れ て い る 。 広

島 の 原 爆 で 生 成 し た セ ン ウ ム ‐３
７ の 量 は 一 一 一 兆 ベ ク レ ル 程 度 で あ る か ら 、 　 三 ハ 京 ベ ク レ ル と い う と 、 そ の

一 四 〇 〇 倍 に な る 。
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ヽ

ゴ ル バ チ ョ フ が 共 産 党 書 記 長 と し て 登 場 し た

の は 、 事 故 の 約 一 年 前 の こ と で あ っ た 。 す で に

グ ラ ー ス ノ ス チ が 叫 ば れ て い た が 、 チ エ ル ノ ブ

イ リ 事 故 に よ る 放 射 能 汚 染 や そ の 影 響 に つ い て

は 、 当 時 の ソ 連 の 最 高 権 力 機 関 で あ る 共 産 党 政

治 局 に よ っ て 、 厳 重 な 無 口 令 が し か れ た 。 ソ 連

国 内 の 詳 し い 汚 染 状 況 が 次 第 に 明 ら か に な り は

じ め た の は 、 事 故 か ら 三 年 た っ た 一 九 人 九 年 頃

か ら で あ る 。 共 産 党 権 力 の 崩 壊 と 並 行 し な が ら

明 ら か に な っ て き た と い え よ う 。 図 １ は 、 セ シ

ウ ム ‐３
７ に よ る 汚 染 状 況 を 示 し た も の で あ る 。 こ

う し た 地 図 が 明 ら か に な っ て 、 私 た ち が 驚 い た

の は 、 北 東 一 五 〇 ～ 三 〇 〇 ｋ
ｍ と か 東 北 束 四 〇 〇

～ 六 〇 Ｏ ｋ
ｍ の よ う に 、 相 当 離 れ た と こ ろ に も 飛

び 地 の よ う に 汚 染 地 域 が 広 が っ て い た こ と で あ

る 。 そ の 形 を 一 見 す る と 、 モ ス ク ワ に 近 づ く 放

射 能 雲 を 撃 ち 落 と し て 、 モ ス ク ワ を 放 射 能 か ら

守 っ た か の よ う に 広 が っ て お り 、 人 工 降 雨 を 試

図
1:
チ

ェ
ル

ノ
ブ
イ

リ
周
辺

60
0k
m圏

で
の

セ
ン
ウ
ム

13
7汚

染

1■
  
 

汚
柴

地
域

の
住
民

の
状

況



表
1:
セ

シ
ゥ
ム

13
71
こ

よ
る
汚
染
面
積

(単
位

:砺
)

汚
染

の
程

度
(ベ

ク
レ
ル
/市

)

37
万

～
48
5万

 1
85
万

～
55
5万

 5
55
万

～
14
8万

 4
48
万

以
上
 3
ア

万
以
上
合
計

2′
13
0

4,
21
0

82
0

23
5

47
′
17
0

46
′
45
0

37
′
45
0

54
89

ロ
シ
ア
共
和

国
ベ
ラ
ル
ー

シ
共

和
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和

国

臼
シ
ア
共
和

国
ベ
ラ
ル

ー
シ
共

和
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
共

和
国

3共
和

国
合
計

5′
45
0

10
′
17
0

1′
99
0

31
0

2′
15
0

64
0

3
9,
28
0

2
9,
92
0

34
′
00
0

7′
16
0 
  
  
 3
′

10
0 
  
  
13
1,
07
0

45
32

17
′
61
0

21
8

26
7

20
4

68
9

3共
和

国
合
計

10
3
′
20
0

。
19
91
年

4月
26
日

付
プ
ラ
ウ
ダ
紙

よ
り

.

表
2:
汚

染
地
帯

の
住
民
数

(単
位

:万
人

)

セ
シ

ウ
ム

13
ア
の
汚

染
程

度
(ベ

ク
レ
ル
/浦

)

3ア
万
～

18
5万

 1
85
万

～
55
5万

 5
55
万

～
14
8万

 1
43
万

以
上
 3
ア

万
以
上
合
計

05 09 19

19
04

21
05

14
80

15
71

17
34

33

・
19
90
年

ソ
連

ゴ
ス

プ
ラ
ン
委

員
会
の
報

告
に
基

づ
く
。

た
だ

し
、

ロ
シ
ァ
共
和

国
に
つ
い

て
,ょ
、

人
口
密
度

を
lk
襦

当
り
40
人

と
し
、
表

1の
デ
ー

タ
を
用
い
て

1甫
正

し
た
。

み た と い う ウ ワ サ も 伝 え ら れ て い る 。 そ の 真 偽

は 明 ら か で な い が 、 数 万 厨 に も 及 ぶ 広 さ を 考 え

る と 、 人 工 降 雨 と い う よ り 、 自 然 の 気 象 条 件 が

も た ら し た も の で あ ろ う 。

一 般 に 、 汚 染 地 域 と は 、 セ ン ウ ム ‐３
７ に よ る 地

表 の 汚 染 密 度 が 一 ∬ 当 り 三 万 七 〇 〇 〇 ベ ク レ ル

以 上 の と こ ろ を 指 し て い る 。 表 １ に 汚 染 地 域

の 面 積 を 示 す 。 汚 染 地 域 の 総 面 積 一 三 万 廟 と

は 、 日 本 の 本 州 の 半 分 く ら い の 広 さ で あ る 。 　 一

∬ 当 り 三 万 七 〇 〇 〇 ベ ク レ ル の 汚 染 と い つ て

も 、 　 一 般 の 人 に は ピ ン と こ な い で あ ろ う が 、 た

と え ば 、 日 本 の 法 令 に 基 づ く と 、 放 射 能 取 り 扱

い 施 設 で は 放 射 線 管 理 区 域 と い う も の を 設 定 し

な け れ ば な ら な い 。 管 理 区 域 と す べ き 基 準 の 一

つ に 、 あ る 値 の 表 面 汚 染 を 越 え る 恐 れ の あ る 場

所 、 と い う も の が あ り 、 そ の 表 面 汚 染 の 値 が 一

∬ 当 り 三 万 七 〇 Ｏ Ｏ ベ ク レ ル に 相 当 し て い る 。

表 ２ は 汚 染 地 域 の 住 民 数 で あ る が 、
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三 万 七 〇 〇 〇 ベ ク レ ル 以 上 の 汚 染 地 域 を 合 わ せ る と 五 五 〇 万 人 に も 達 し て い る 。 　 一 九 八 九 年 七 月 ベ ラ

ル ー シ の 最 高 会 議 は 、 五 五 万 五 Ｏ Ｏ Ｏ ベ ク レ ル 以 上 の 汚 染 地 域 の 住 民 を 全 員 移 住 さ せ る と い う 決 定 を し

た 。 五 五 万 五 〇 〇 〇 ベ ク レ ル 以 上 汚 染 さ れ た 面 積 は 、 三 共 和 国 を 合 わ せ る と 一 万 廟 あ ま り に 及 び 、 福 井 県

（ 四 δ ｏ Ｕ 、 京 都 府 （ 四 エ ハ ○ ○ 厨 ） 、 大 阪 府 （ 一 九 〇 〇 Ψ を 合 わ せ た く ら い で あ る 。 五 五 万 五 〇 〇 〇 ベ ク レ

ル 以 上 の 住 民 の 数 は 約 二 七 万 人 に な り 、 事 故 直 後 に 周 辺 三 〇 ｋ
ｍ か ら 避 難 し た 一 三 万 五 〇 〇 〇 人 と 合 わ せ る

と 、 四 〇 万 人 に も 及 ぶ 人 々 が 家 を 追 わ れ た 、 と い う こ と に な る 。

２ ． 汚 染 地 帯 住 民 の 被 曝 線 量

広 島 ・ 長 崎 の 原 爆 に よ る 放 射 線 被 曝 は 、 爆 発 時 に 放 出 さ れ た ガ ン マ 線 に よ る も の が 中 心 で あ り 、 い わ ば

瞬 間 的 な 外 部 被 曝 と 考 え て よ い 。 　 一 方 、 チ ェ ル ノ ブ イ リ の 汚 染 地 帯 で の 被 曝 は 、 環 境 の 放 射 能 汚 染 に よ る

も の で あ り 、 地 表 に 沈 着 し た 放 射 能 か ら の 外 部 被 曝 と と も に 、 作 物 な ど に 移 行 し た 放 射 能 を 体 内 に 取 り 込

む こ と に よ る 内 部 被 曝 を 考 え ね ば な ら な い 。 ま た 、 放 射 能 汚 染 に よ る 被 曝 は 現 在 も 続 い て い る 。 こ の よ う

に 、 被 曝 の 仕 方 は 広 島 ・ 長 崎 の 場 合 と は 違 っ て い る 。

汚 染 地 帯 の 住 民 の 被 曝 線 量 を 考 え る 場 合 、 ま ず 、 ど の よ う な 期 間 の 被 曝 に つ い て 議 論 し て い る の か を 明

ら か に し て お く 必 要 が あ る 。 た と え ば 、 事 故 直 後 の 話 を し て い る の か 、 現 在 ま で に 被 曝 し た 線 量 で あ る の

か 、 さ ら に は 将 来 に わ た る 被 曝 も 含 め て い る の か 、 と い っ た こ と で あ る 。

被 曝 の 時 期 に よ っ て 問 題 と な る 放 射 能 も 違 っ て く る 。 長 期 的 に 見 れ ば 、 半 減 期 が 三 〇 年 と 長 く 、 作 物 な 11
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